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（1）対象地域 

茨城県北茨城市小川試験地（阿武隈山地南部） 

 

（2）重要な図表 

 

表２ 土壌断面でののセシウム 137 インベントリの深さ方向の分布 

 
 セシウム137インベントリはサンプリング日時に減衰補正した。誤差は測定の総合的不確実性を示す。

事故から 2ヶ月後はリター層，腐植層の土壌表層部分にセシウム 137 が多いが，その後，リター層から

鉱物土壌表層へ移行している。また表土 5cm から下の層へはあまり移動しない。 
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 図 4 2 年目の間におけるの深さ別浸透水中のセシウム 137 放射能濃度と，土壌温度(a,b)，浸透水中

の DOC(c,d)，浸透水中の pH(e,f)との関係。誤差は測定の総合的不確実性を示す。 

 セシウム 137 のフラックスは降雨量に強く関係するが，セシウム 137 の放射能濃度は土壌温度と正の

相関があり，またリター層の DOC と正の相関があった。鉱物層では見られず，また pH との関連はないこ

とから，鉱物層での移動は現時点では小さく，セシウム 137 の移動にはリター分解などによる影響が大

きいことが示唆される。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

  

（2）流出挙動・経路 

  

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 本研究は事故から 2 ヶ月後から 2 年後までの落葉広葉樹土壌中のセシウム 137 深度分布の観測か

ら深度方向への移動について検討したもので，リター層中のセシウム 137 の大半は事故後 1 年の間

に鉱物層へ移動するが，水の浸透にともなうセシウム 137 の移行量は鉱物土壌中の全セシウムイン

ベントリのほんの一部に過ぎないことから，林床に沈着した大変のセシウム 137 は継続して表土に

とどまることが示されている。 


